


















要約:学習障害の定義および概念などに関する文献レビューを行った結果、学習障害の診

断は、学業成績などを含めて臨床的な判断で、読字、計算、または書字の能力が、明らか

に年齢の基準より低く、それらが教育の不足、視聴覚障害または神経学的障害によらず、

精神遅滞でもない場合に行うことが実際的であると考えられた。この広義の定義に基づい

て、高機能の広汎性発達障害などとの鑑別や、学習障害を有する子どもの精神医学的問題

を研究することが生産的と思われる。


